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編
集
後
記  

デ
ジ
タ
ル
文
書
の
作
成
や
画
像
の
加
工
を
し
、
本
誌
の
よ
う

な
同
人
誌
を
編
集
・
発
行
す
る
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
プ

リ
ン
タ
ー
を
必
要
と
し
、
活
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
般
、

そ
れ
ら
が
不
調
に
な
り
、
だ
い
ぶ
悩
ま
さ
れ
た
。
結
局
、
修

理
を
あ
き
ら
め
、
買
い
替
え
た
。
新
し
い
も
の
は
、
使
い
こ

な
す
の
に
容
易
で
な
く
、
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
も
の

で
す
ね
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
設
定
な
ど
が
複
雑
す
ぎ
る
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
が
い
い
加
減
な
古
い
も
の
が
懐
か
し
い
。
ワ
イ

ヤ
レ
ス
接
続
も
便
利
で
使
用
し
て
い
る
が
、
や
や
こ
し
い
。 

(

T.O)
 

［
お
知
ら
せ
］  

・
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
へ
。 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
サ
イ
ト
、 

h
ttp

://minasebungei.web.fc2.com
 

を
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
は
『
み
な
せ
文
芸
』
で
可
能
で
す
。

第
４
７
号
か
ら
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
こ
ち
ら
で
読
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。 

［
会
員
へ
］ 

本
号
の
合
評･

懇
談
会
は
２
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
別
紙
・
会
合
の
案
内
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
今
後
に
掲
載
し
よ
う
と
す
る
原
稿
は
、
以
下
に
示

し
ま
す
締
切
日
ま
で
に
ご
用
意
下
さ
い
。 

［
次
号
の
予
定
］ 

原
稿
締
切
日 

 
 

発
行
予
定
日 

94
号 

 

2022
年

3
月
25
日  

2022
年

5
月
1
日 

 

  

み
な
せ  

第

93
号 

発
行
日 

２
０
２
２
年
２
月
１
日
発
行 

発
行
者 

み
な
せ
文
芸
の
会 

http://minasebungei.web.
fc2

.co
m/minase.html 
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市
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丘
１‐
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表
紙
画
像
に
つ
い
て…

…
 

盛
丘 

由
樹
年 

「
藤
野
・
弁
天
橋
」
神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区 

２
０
２
１
年

５
月
４
日
撮
影 

５
月
４
日
、
私
は
Ｊ
Ｒ
藤
野
駅
に
降
り
立
っ
た
。
初
夏
の
明

る
さ
に
あ
ふ
れ
、
風
も
穏
や
か
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
に
ち
ょ
う
ど

よ
い
日
だ
っ
た
。
藤
野
地
区
の
南
側
、
山
間
に
点
在
す
る
野
外

彫
刻
を
見
て
回
る
の
が
、
こ
の
日
の
主
な
目
的
だ
っ
た
。 

西
に
行
け
ば
、
甲
州
街
道
に
沿
っ
て
約
２
キ
ロ
先
は
、
山
梨

県
だ
。
で
も
、
私
は
弁
天
橋
（
心
斎
橋
で
は
な
い
）
を
渡
っ
て

南
へ
歩
く
。
歩
き
始
め
て
ま
も
な
く
、
橋
を
渡
っ
た
。 

こ
れ
は
モ
ダ
ン
な
構
造
の
橋
だ
。
橋
の
上
で
前
方
に
二
人
の

ハ
イ
カ
ー
ら
し
い
女
性
が
歩
い
て
い
た
か
ら
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
た
。
人
物
を
入
れ
る
と
、
橋
の
大
き
さ
が
わ
か
り
や
す
い

の
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
鉄
製
ア
ー
チ
の
黒
い
影
が
路
面
に
つ

い
て
い
る
。
く
ね
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
お
も
し
ろ
い
。 

橋
の
下
は
、
こ
の
写
真
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
て
い
な
い
が
、

緑
色
の
水
面
が
広
が
る
相
模
湖
だ
。
ず
っ
と
下
流
に
あ
る
ダ
ム

に
よ
っ
て
出
現
し
た
人
造
湖
（
１
９
４
７
年
完
成
）
だ
。
こ
の

辺
で
は
、
大
き
な
川
の
よ
う
に
、
山
間
に
細
長
く
伸
び
て
い
る
。 

橋
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
バ
ス
釣
り
の
ボ
ー
ト
が
い
く
つ
か
見
え

る
。 

 

                    

 

「
み
な
せ
」
文
芸
の
会
要
項 

１ 

会
員
制 

入
会
の
資
格
等
は
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
執
筆
掲
載
希

望
の
方
、
お
よ
び
購
読
希
望
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
い
つ
で
も
入
退
会
で
き
ま
す
。 

２ 

年
間
会
費 

入
会
時
と
年
初
に
千
円
を
事
務
局
に
納
入
願
い
ま
す
。 

（
懇
談
会
の
席
で
、
直
接
納
入
で
も
可
） 

３ 

掲
載
負
担
金
（
一
頁
、
原
稿
約
2.5
枚
に
つ
き
） 

電
子
文
書 

 
4
00

～50
0

円
（
発
行
時
に
か
か
っ
た
費

用
に
よ
り
確
定
） 

手
書
き
原
稿
も
可
能
で
す
が
、
電
子
文
書
の+10

0

円
高

と
な
り
ま
す
。 

４ 

掲
載
内
容 

小
説
、
評
論
、
随
筆
、
詩
歌
な
ど
文
芸
作
品
に
限
り
ま

す
。 

５ 
年
４
回
発
行
（
季
刊
） 

発
行
の
数
週
間
後
に
、
合
評
・
懇
談
会
を
主
に
神
奈
川

県
内
で
開
催
し
ま
す
。 

６ 

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
、
奥
付
参
照
。 


